予算要求資料
平成29年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：男女共同参画推進費
	事業名　新 イクボス拡大促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

子ども・女性局　女性の活躍推進課　男女共同参画係　電話番号：058-272-1111（内2423）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11234@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　14,000円　（前年度予算額：0千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	14,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）

・人口急減・超少子高齢化が進む中、労働力不足は全国的に共通の課題であり、これを
解決するためには、女性をはじめ、若者、高齢者等様々な人的資源の活用が求められ
ている。

　　 ・特に女性労働力については、結婚、出産、子育てを機に一旦離職するケースが多く、
30～40歳代の労働力は極端に減少している。（Ｍ字カーブ）
　　 ・本県の特徴としては、子どもができたら職業をやめ、大きくなったら職業に就く傾向
が強く、再び職業に就いても、非正規雇用者の割合が高い。

　　 ・反面、休職中であっても、県内で再就職を望む女性は約10万人いる中、女性就労拡

大に向けた企業経営者の意識改革をはじめ、職場環境改善に向けた取組み拡大が喫緊

の課題となっている。

[背景データ]

○女性の年齢階層別就業率　　○潜在的労働力含む就業率

　　30～34歳　７５．９％　→　９２．６％　＋16.7% (11,500人)
　　35～39歳　６８．９％　→　８８．８％　＋19.9% (11,800人)

　　40～44歳　７２．２％　→　８８．９％　＋16.7% ( 9,300人)

　　45～49歳　７８．９％　→　９１．８％　＋12.9% ( 6,200人)　　
　出典：総務省就業構造基本調査(H24)より試算
（２）事業内容
・職場環境改善に向けては、経営者の意識改革が必須であることから、平成28年度に

実施した「イクボス養成講座」を継続的に実施するとともに、あらたにエクセレン
ト企業経営者を講師とした学習会も合わせて実施する。

・さらに、企業内での取組みを促進するため、女性登用拡大、男性の家事育児参加を

目的とした企業内研修事を実施する。

・なお、企業内研修事業講師には、エクセレント企業も企業経営者も加え、より実践
的な取組み拡大を図る
[拡] イクボス養成講座　　　　　　   3,700千円        

              (1) イクボス養成講座（３回）

　　　　　　　　　・規　模　５０～１５０名／回

　　　　　　　　　・講　師　ＮＰＯ法人ﾌｧｻﾞｰﾘﾝｸﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ　安藤代表

　　　　　　　　　・構　成　講義及びトークセッション（エクセレント他）　　　　

　　　　　　　(2) エクセレント経営者に学ぶミニ学習会（３回）

　　　　　　　　　・規　模　２０～３０名／回

　　　　　　　　　・講　師　エクセレント企業経営者及び社会保険労務士

　　　　　　　　　・構　成　取組み促進に向けた実践的な学習会　　　　　  

　　　　  [拡] 企業内研修事業 　　  　　　　　6,200千円

 　　　 　　　(1) 企業への講師派遣事業（40社）

　　　　　　　　　・規　模　２０～１００名／回

　　　　　　　　　・講　師　エクセレント企業経営者、子育てNPO、社会保険労務士　他

　　　　

    [拡] 広報費及び事務費　　　　　　   4,100千円

               　 ・イクボス養成講座への参加促進（新聞・フリペ活用）
（３）類似事業の有無　無
  　　　　　

３　事業費の積算内訳(単位：千円)

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	事務費
	611
	旅費、消耗品費、役務費　他

	事業費
	13,389
	委託料　他

	合　　計
	14,000
	


　　財源：地域創生推進交付金（補助率１／２）
	決定額の考え方　




４　各計画での位置づけ

○県 長期構想　→　ワーク・ライフ・バランスの推進
○県 少子化対策基本計画　→　子育てしながら仕事もできる岐阜県づくり

　　○県 女性の活躍推進計画　→　H28策定中

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	第３次岐阜県少子化基本計画

○岐阜県子育て支援企業登録数

　　　H27末　２，６１３社　→　H31末　３，３００社　

○ロールモデルとして紹介する女性の数

　　　  H27末　　　１３１名  →　H28末　　　３００名

清流の国ぎふ女性活躍推進計画（仮称）

○岐阜県エクセレント企業認定数

　　　H27末　５５社　→　H32末　１００社


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	子育て支援企業登録制度登録企業数
	－　
（H　）
	258

（H19）
	2,613
（H27）
	2,705
(H28.8）
	3,300
（H27）
	79.2％


	子育て支援エクセレント企業数
	－
	－
	55
（H27）
	55
(H27）
	100
（H32）
	55.0％


	ロールモデル数
	（H　）
	85名
（H26）
	131名
（H27）
	131名
（H27）
	300名
（H28）
	43.7％



（前年度の取組）

	事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）イクボス養成講座　３回　約250人参加

（２）企業内研修事業　　40社予定

（３）県内５圏域キャリアアップ講座　10回　約250人参加予定
（４）岐阜で活躍する女性の情報発信　40人程度予定　


（前年度の成果）

	前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・各業界団体、各種ＮＰＯ及び市町村と連携した事業展開により女性の活躍推進に
向けた意識の醸成が期待できる。

・各種事業を通じた、企業間ネットワークの拡大が期待できる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

〇


	多様化する女性の生き方をサポートするうえで、経営者をはじめ女性従業員、さらには女子学生を対象としたパッケージ事業は、女性の活躍推進に向け効果的、効率的な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	女性登用を経営戦略とするエクセレント企業の取組み拡大、さらには県内で活躍する女性（ロールモデル）の拡大により、女性ニーズにマッチした事業展開が可能となっている。　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	経営者協会をはじめとする業界団体、県内大学で構成される大学就職対策連絡協議会等との連携により、事業の効率化を図る事が出来る。


（今後の課題）

	事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　(1)新たなニーズへの対応　　　　　育児　→　介護需要の拡大

　　(2)企業規模による取組みの加速度　中小企業・大企業

　　(3)大学により異なるキャリア教育　就労重視・生活重視


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　　　(1)従業員が実際に育児休業を取得しやすい環境を整備するなど、実践的な取組が進
んでいない企業も見受けられるため、優れた取組を実施する企業の実例を踏まえ
た経営者へのアプローチを強化する。

　　　(2)女性の継続就労に向けた結婚、育児、就労等、女性の様々な不安を解消するため
の、更なる企業の職場環境改善に向け、女性の活躍支援センターを拠点を中心に
企業、地域団体等との連携強化を図る。


